
■取付けされる方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

…取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷
を負う危険又は物的損害の発生が想定されます。冒頭にま
とめて記載していますので必ずお読みください。

注 意!

注　意!

●ストッパーは必ず取付けてください。把手と枠（方立）に挟んでケ
ガをするおそれがあります。

●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

1事前準備
●戸先錠の取付け、障子の建付け調整を事前に行ってください。
※戸先錠の取付けは、「戸先錠・障子建付け 取付け調整説明
書」をご覧ください。

【2枚建ての場合】
●デュオ

3把手の取付け

【4枚建ての場合】
①把手台座（デュオ：　 、シンフォニー：　 ）・本体　 ・取付けねじ（デュオ：　 、シ
ンフォニー：　 ）を合わせ、框にねじ止めします。
②ねじカバーをはめ込みます。

①把手台座金具を框にねじ止めします。
②把手台座カバー・本体・取付けねじを合わ
せ、把手台座金具にねじ止めします。

③ねじカバーをはめ込みます。

●シンフォニー
①把手台座・本体・取付けねじを合わせ、
框にねじ止めします。

②ねじカバーをはめ込みます。
2ストッパーの取付け
●あらかじめ把手付障子を使用される場合のストッパー取付け
穴があいています。
①下枠に穴隠しを兼ねた説明ラベルが張ってありますので、は
がしてください。
②ストッパーを取付けます。（上下枠）
③下枠のストッパーにプッシュボタンを取付けます。（上枠には
使用しません。）
※あらかじめ付いているストッパーは、外さないでください。

■取付け順序

■取付け上のお願い

●把手は障子を建込んだ後に取付けてください。
※先に取付けて、把手を持って運ばないでくだ
さい。把手が壊れるおそれがあります。
●把手を框に取付ける前に、枠にストッパーを取
付けてください。把手と枠（方立）で手を挟む
おそれがあります。

■部品・ねじ一覧表
※下表の記号は本文図中の記号を使用します。まちがいのないよう使用してください。
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本　体 ねじカバー 取付けねじ
把手台座金具 把手台座カバー

把手台座 ストッパーセット
プッシュボタン 取付けねじストッパー

大型把手セット

取付けねじ

バインド小ねじ
M5×16（橙色）

2枚建て用：1個
4枚建て用：2個

2枚建て用：2個
4枚建て用：4個

2枚建て用：2個
4枚建て用：4個

2枚建て用：2個
4枚建て用：4個

2枚建て用：2本
4枚建て用：4本4本

2本 1個
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2個
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ナベ小ねじ
M4×30

トラス小ねじ
M5×10

バインド小ねじ
M5×35（青色）

バインド小ねじ
M5×35（青色）
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2枚建て用：2本
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M4×16
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室内側

室内側

室外側

室内側

把手付障子用
ストッパー
穴隠しラベル

把手なし障子用ストッパー

収納部開口部

下枠

※プッシュボタン
は、下枠のストッ
パーに取付けて
ください。上枠に
は使用しません。
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